
教材・教具名 「スイッチ教材（ボウリング）」 

                          属部署 中学部   

１ 対象となる幼児児童生徒 

   麻痺の強い或いは重度な幼児児童生徒 

 

２ 教材を使用する活動 

   自立活動 

 

３ ねらい 

  腕の緊張が強くて、ボウリングボールまで手が伸ばせない生徒或いは力が弱く、自分

の力ではボールを押し出すことのできない生徒が棒スイッチとラジコンを使うことで、

主体的に活動できることをねらいとして作成した。 

 

教材の使い方 配慮点 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○ボウリングセット（ボール、ピン、フロアシート）、ボウリ

ング用スロープ、ティースタンド、棒スイッチ、ラジコン 

 アプローチ（板の部分） 

 

 

 

 

 

 

 

○動かすことのできる部位を探し

出し、棒スイッチをセットする。 

※障害の重い生徒の場合は、言葉

かけや感覚刺激を与えて、本人

の動きを引き出してあげる。 

 

○本人の持っているわずかな動き

を棒スイッチが感知し、ラジコ

ンを動かすことがで、ボウリン

グボールを押し出すことができ

る。 

 

○スイッチを押す➡ラジコンが動

く➡ボールが動く➡ピンが倒れ

るという因果関係がわかってき

たら、積極的にスイッチを押す

生徒もいた。 

 

○本人の動き（主体的）でボウリ

ングに参加することができる。 

ボウリング用スロープ 

は業者に依頼し製作 

 ラジコンが動くためのア

プローチ部分が必要だった

ので、余った廃材で作成。 


